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1955 年のペンシルロケット打ち上げから始まった日本の宇宙開発はその後の 50 年間に世界トップク










上げ計画が進められた。そして 1970 年 2 月日本初の人工衛星「おおすみ」の打ち上げに成功した。








く 1号）の打ち上げ、1977 年には日本初の静止衛星（きく 2号）の打ち上げに成功した。
その後政府の行政改革の方針によって ISAS と NASDAに加えて航空宇宙技術研究所（NAL）の 3機
関が統合されることになり、2003 年 10 月に新たに独立行政法人「宇宙航空研究開発機構」（英語名









2005 年以降 JAXAはロケットの打ち上げに 21 回連続して成功し、打ち上げられた JAXA衛星も 20




























ISS は、地上約 400km上空に建設された、人類史上最大の有人宇宙施設で、その大きさは約 108.5m
× 72.8m とサッカー場とほぼ同じ大きさであり、質量は約 420 トンになる。JAXAは実験モジュール「き
ぼう」を ISS に取り付け微小重力環境や宇宙放射線を利用した実験を行っている。この結果、新薬の開
































































































（Independent Verification & Validation）と呼ばれる評価技術を開発し導入している。
図 8．ロケットエンジン数値シミュレーション
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5．おわりに
宇宙基本法の成立さらには 2012 年夏に宇宙開発体制の見直しが行われ、日本の宇宙開発は新しい時
代を迎えた。世界的には中国やインドの台頭、民間での商業ベースでの宇宙開発の活発化など、日本の
宇宙開発を取り巻く環境も大きく変化しようとしている。また国内の財政事情を考えるに多額の資金を
要する宇宙開発にとっては厳しい時代になっている。このような状況下にあって日本の宇宙開発の更な
る「自律性の確保」や「宇宙利用の拡大」を図るためには JAXAのみならず政府、産業界、大学が一
体となって、目標の達成に向けた適切な計画設定、計画実現のための技術開発を効率良く行っていく必
要がある。
